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1 はじめに

本研究では，建築環境分野における建物の性能評価

を行うツールについて，教育や実務の場での普及を目

的としたユーザ支援を行っている．本稿では，ユーザビ

リティを向上させるシステムの構築を行う中で，デー

タ入力を支援する取り組みについて報告する．

2011年 3月の震災以降，建築の環境，省エネルギー
に対する意識はますます高まっており，教育，研究，実

務設計分野における建物性能評価ツールの需要も大き

くなっている．建物を計画する時点では，使用目的に

応じて建物形状やプラン，導入する設備などが検討さ

れるが，その選定にはまた，敷地条件，デザイン，導

入する設備のパフォーマンス，使用者の快適感，コス

ト，近頃では太陽熱や通風といった自然エネルギー利

用など多数の要素が関わってくる．これらが複合的に，

室内環境や消費エネルギー量におよぼす影響を検討す

るためには，一定以上の計算精度を有するツールを使

用する必要がある．ツールの開発はすでに多くなされ

ているが，高精度のツールはまだ少ない．また一般的

に，計算精度と操作性は反比例する傾向にあり，高精

度のツールは教育の現場や実務者など専門知識を有し

ないユーザにとっては，「使いたいが使うのは難しい」

現状にある．

2 建物性能評価ツール “THERB”

THERB for HAM （Simulation Software of the Hy-
grothermal Environment of the Residential Buildings）は，
建物の温湿度，快適指標，空調消費エネルギーなどを

実現象に忠実に再現できるソフトウェアである．その

精度から，教育や実務の現場でも幅広い活用が期待さ

れているが，現在では，専門家の指導のもと，主に大

学，研究機関，企業の研究開発の場で使用されている．

THERBを使用して建物の性能を評価する際には，対
象の建物に関するデータをファイルとして準備する必

要がある．そのファイルの一覧を表 1に示す．(1)壁体
構成データ，(2)面構成データ，(3)室構成データは，建
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表 1: THERBの入力データファイル一覧

ファイル データの内容

(1)壁体構成 部位構成を示す 1次元データ

(2)面構成 部位形状を示す 2次元データ

(3)室構成 室の構成を示す 3次元データ

(4)スケジュール 生活スケジュールを示すデータ

(5)換気 換気量を示すデータ

(6)気象 気象条件を示すデータ

(7)起動 計算の諸条件を示すデータ

物の構成を示すデータであり，形状，位置関係，構成要

素，材の物性値などを指定する．(4)スケジュールデー
タは，建物の運用スケジュールを示すデータであり，居

住者の生活行動ならびにそれに伴い発生する熱・湿気，

空調設定条件などを指定する．(5)換気データは，建物
内外の空気の移動を示すデータであり，換気（空気の流

出入）量や室間の空気移動量を指定する．(6)気象デー
タは，対象建物の位置する地域の気象条件を示すデー

タであり，気温，絶対湿度，直達日射，拡散日射，風

向，風速，夜間放射量を指定する．これには，拡張ア

メダス気象データを用いる．(7)起動データは，計算の
諸条件を示すデータであり，入出力データファイル名，

計算期間など，計算の諸条件を指定する．また，これら

の入力データファイルは，テキスト形式の入力フォー

マットに従って記述する．

3 データ入力の支援

著者らは，THERBへのデータ入力の支援を目的とし
て，図 1に示すようなグラフィカルユーザインタフェー
ス（GUI）環境によるデータ入力ツールの構築を行った
[2]．このツールでは，以下の点においてデータ入力の
支援を行っている：

• データファイルを一元管理し，複数のファイル間
で共有されるデータの同期を行う．

• 一部のデータについて，データ作成の自動化・一
括入力を行うことで工数の削減を行う．

• エラーを表示することで，入力ミスを防止する．

Copyright     2015 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-549

1H-07

情報処理学会第77回全国大会



図 1: THERBのデータ入力ツール

また，この GUI環境により，ユーザはテキスト形式
の入力フォーマットを意識することなくデータ入力の

みに注力することができる．

4 データ入力の効率化

2節で述べたように，THERBに入力するデータのう
ち，(1)壁体構成データ，(2)面構成データ，(3)室構成
データは建物の構成を示すデータである．これらの入

力データとして，建物の各室ごとにその形状を示す以

下の情報を入力する必要がある：

1. 室（直方体）の対角線の両端に位置する 2頂点の
3次元座標と容積

2. 壁面，床面，天井面（長方形）の対角線の両端に
位置する 2頂点の 3次元座標と面積

3. 室を構成する部位（壁，床，天井，窓），および
室同士の位置関係

上記の 1, 2の項目について，現状では 1つの室に対
してその形状を示すデータとして，座標値，容積ある

いは面積の 21項目（49の値）を入力する．しかし図 2
に示すように，室（直方体）の対角線の両端に位置す

る 2頂点（P1, P2）の 3次元座標が定まることで，室を
構成する壁面，床面，天井面（長方形）の座標が定ま

り，室の容積および各面の面積は自動的に算出される．

したがって，1つの室に対して 2頂点（P1, P2）の 3次
元座標を入力することで，1, 2の項目に示すすべての
情報を自動的に計算し入力することが可能である．こ

の工程を GUIで補うことにより，室の形状については
2項目（6の値）の入力で済むことから工数の大幅な削
減につながる．

図 2: 室の構成イメージ

同様に，3の項目について，現状では 1つの室に対
してその室を構成する壁，床，天井，窓などの部位を

指定するとともに，室同士の位置関係を入力する．こ

の点においても，各室の位置を定める 2頂点（P1, P2）

の 3次元座標から室を構成する部位を自動的に指定す
ることができ，隣接する室などの室同士の位置関係を

特定することが可能である．さらに，壁面データの入

力では内壁と外壁を区別するが，これも室同士の位置

関係から，その壁面が内壁であるか外壁であるかを自

動的に判別することが可能である．

以上のように，THERBに対しての入力データのうち
建物の形状を示すデータについては，その入力を大幅

に効率化することができる．

5 まとめ

本稿では，建築環境分野における建物性能評価ツー

ルである THERBの普及を目的としたユーザ支援シス
テムの構築を行う取り組みの中で，建物の形状を示す

データ入力の効率化について報告した．室を定める 2
頂点の 3次元座標を入力することで，室を構成する壁
面，床面，天井面の情報，および室同士の位置関係を

自動的に算出し，データ入力の工数を大幅に削減でき

ることを示した．
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